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前
尾
記
念
文
庫
所
蔵
の
近
代
政
治
家
書
簡
群
に
つ
い
て

lま

し

カf

き

現
在
、
京
都
府
の
宮
津
市
立
前
尾
記
念
文
庫
に
、
明
治
期
を
中
心
と
し

て
大
正
・
唱
和
初
期
に
及
ぶ
著
名
政
治
家
の
書
簡
群
原
本
、
一

二
四
通
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
文
庫
は
、
宮
津
市
出
身
の
政
治
家
で
あ
っ

た

故

前

尾

繁

一

一

一

部

氏

(

の

回

読

書

(

一

一

一

万

数
千
冊
)
が
、
伺
氏
が
亡
く
な
っ
た
(
一
九
八
一
年
七
月
)
あ
と
、
遺
族

九
O
五
年
1
一
九
八
一
年
)

か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
、

九
八
一
一
一
年
七
月
に
開
館
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
前
昆
氏
は
一
九
四
九
年
一
月
、
衆
議
龍
議
員
に
初
当

選
以
来
、

一
聞
に
及
び
、
衆
議
院
議
長
を
務
め
た
(
一
九
七
一
一
一
年

五
月
l

九
七
六
年
十
二
月
)
ほ
ど
の
政
治
家
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
た

い
へ
ん
学
者
肌
の
人
物
で
あ
っ
た
と
雷
わ
れ
、
膨
大
な
書
籍
資
料
を
幅
広

山

d忠

正

い
分
野
に
わ
た
っ
て
所
蔵
し
て
い
た
。

こ
の
書
簡
群
は
、
そ
の
前
尾
氏
泊
所
蔵
資
料
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
学
術
的
な
調
査
と
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
め
、
非
公
開
で
あ
っ
た
。
昨
二
0
0
0
年
一

O
月
、
宮
津
市
か
ら

併
教
大
学
に
、
そ
の
調
査
研
究
が
委
託
さ
れ
、
崩
御
教
大
学
で
は
研
究
会

(
会
長
は
水
谷
幸
正
理
事
長
・
研
究
班
長
は
青
山
)
を
総
織
し
て
、
解
読

と
整
理
に
当
た
っ
て
い
る
。
進
行
状
況
と
し
て
は
、
一
一

0

0

年
末
現
在

の
解
読
を
終
え
た
段
階
で
あ
る

が
、
以
下
は
作
業
の
中
間
報
告
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
開
明
ら
か
に
な
っ
た

で、

J¥ 

通
(
全
体
の
八
十
一
%
)

点
、
さ
ら
に
は
今
後
の
調
査
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
手
が
か
り
な
ど
に

つ
い
て
、
私
の
個
人
的
見
解
を
鰐
単
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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伝
来
の
経
緯

ま
ず
、
主
自
衛
群
の
倍
来
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
所
有
者
と
い
う
点

か
ら
言
え
ば
、
前
馬
記
念
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
る
以
前
の
そ
れ
は
、
当
然
な

が
ら
前
尾
氏
で
あ
る
。
で
は
前
尾
氏
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
こ

の
書
簡
群
を
入
手
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
手
が
か
り
を
今
の
と

こ
ろ
発
見
で
き
て
い
な
い
。
断
片
的
な
史
料
や
関
係
者
の
談
話
な
ど
を
稔

合
す
る
と
、
昭
和
問
十
年
代
田
明
に
、
「
横
山
章
」
と
い
う
人
物
を
斡
旋
者

と
し
て
、
〈
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
譲
り
受
け
た
〉
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
当
然
な
が
ら
、
だ
れ
か
ら
譲
り
受
け
た
か
が
、
次
の
疑
問

と
し
て
生
ず
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
底
接
の
手
が
か
り
が
全
く

見
い
だ
せ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
〈
未
詳
〉
の
人
物
と
し
て
お
く
が
、
こ
れ

も
明
確
な
根
拠
は
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
こ
の
〈
未
詳
〉
の
人
物
が
、

書
簡
を
収
集
し
、
二
二
四
通
の
書
簡
群
と
し
て
形
成
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。一
般
論
で
あ
る
が
、
書
簡
は
通
常
、
受
信
者
(
宛
て
先
人
物
)
家
に
伝

来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
簡
群
は
、

様
々
な
人
物
が
出
し
た

(
様
々
な
人
物
に
宛
て
て

の
集
積
で
あ
る

か
ら
、
意
閣
的
に
収
集
し
な
い
限
り
、
ま
と
ま
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
収

集
者
が
〈
未
詳
〉
で
あ
る
以
上
、
収
集
の
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
も
、

、司、
ノ
J

ノ

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
一
言
う
ほ
か
な
い
が
、
状
況
判
断
を
踏
ま
え
た
推
察

に
つ
い
て
は
、

次
節
以
降
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
り
あ
え
ず
分
か
る
限
り
の
と
こ
ろ
を
述
べ
て
お
け
ば
、
こ
の
議
閣
僚
群

は
昭
和
十
年
代
ま
で
に
、
現
状
の
形
で
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
昭
和
十
七
1
十
八
年
頃
、
全
二
二
回
通
が
、

二
度
活

字
化
(
書
物
と
し
て
刊
行
)
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

形
跡
と
は
、
我
な
が
ら
あ
い
ま
い
な
表
現
だ
が
、
そ
の
写
真
復
刻
販

(
と
克
ら
れ
る
書
物
)
が
現
に
存
在
す
る
。

8
本
新
聞
連
盟
編
纂

新
議
簡
集
』
(
昭
和
五
十
二
年
間
連
盟
発
行

和
五
十
五
年
再
刊
)
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
元
版
に
つ
い
て

B
五
判
全
由
一
五
貰
、
昭

は
、
書
名
や
刊
行
年
月
な
ど
検
索
に
必
要
な
デ

l
タ
が
得
ら
れ
な
い
た

め
、
実
物
を
確
認
で
き
ず
に
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
日
本
新
関
連
盟
版

の
内
容
か
ら
推
測
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
が
、

わ
ず
か
な
が
ら
手
が
か

り
が
得
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
写
真
版
で
収
め
ら
れ
て
い
る

-
帝
鴎
塞
術
院

橋
本
関
雪
の
題
詩
が
そ
れ
で
、
そ
の
解
題
に
「
壬
午
八
丹
有
人
来

一
不
此
帳
以
索
題
詩
余
時
為
赴
南
方
勿
々

と
あ
る
。
こ
の

は
昭
和
十
七
年
(
一
九
四

)
に
あ
た
る
か
ら
、
元
版
が
昭
和
十
七

年
八
月
以
降
に
刊
行
さ
れ
た

(
少
な
く
と
も
、
そ
の
時
点
で
刊
行
さ
れ
う

る
状
態
に
あ
っ
た
)
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
ま
た
、

口
絵
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
写
真
も
、
最
も
年
次
の
新
し
い
も
の
が
、
「
帝
圏
、
米
英
に



官
一
載
を
布
告
」
と
い
う
大
見
出
し
の
昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日
付

日
々
新
開
」
夕
刊
記
事
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
本
文
の
解
説
で
舘
用

さ
れ
て
い
る
文
字
が
、
旧

字
体
・
旧
仮
名
遣
い
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
見
て
、
こ
の
元
版
が
唱
和
十
七

1
十
八
年
頃
の
刊
行
で
あ
ろ
う
こ
と

は
動
か
せ
な
い
よ
う
に
思
う
。

そ
の
内
容
は
、
現
在
の
前
尾
記
念
文
庫
所
蔵
書
簡
群
の
内
容
そ
の
も
の

で
あ
り
、
各
書
簡
の
翻
刻
に
街
単
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
風
解
説
を
付
し
、
大
部

分
の
主
要
書
街
に
つ
い
て
は
写
真
版
を
添
え
て
い
る
。
但
し
、
年
代
篠
定

は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
翻
刻
に
も
誤
読
が
目
立
つ
、
?
ぇ
、
所
蔵
者
を

明
記
せ
ず
、
さ
ら
に
配
列
も
現
代
の
史
料
学
的
原
則
に
沿
っ
て
い
な
い
。

昭
和
初
期
に
多
く
出
版
さ
れ
る
勤
王
志
士
遺
墨
集
の
類
と
、
編
纂
タ
イ
プ

は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
収
集
委
鰭
群
と
し
て
一
滑
に
ま
と

め
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
と
は
一
一
言
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
臼
本
新
関
連
盟
版
に
せ
よ
、
そ
の
未
詳
の
一
冗
版

に
せ
よ
、
研
究
書
に
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
ケ

I
ス
は
、
現
在
の

(
1
)
 

と
こ
ろ
見
当
た
ら
ず
、
学
界

般
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
史
料
集

と
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
書
館
群
の
内
容
は
事
実
上
の
新
発
見
と
考
え
て

差
し
支
え
な
い
。
念
を
押
す
ま
で
も
な
い
が
、
原
本
の
所
在
と
い
う
点
に

絞
れ
ば
、
文
字
通
り
の
新
発
見
で
あ
る
。

た
だ
「
維
新
書
簡
集
』
所
収
書
簡
と
現
状
の
前
尾
書
簡
群
を
対
照
確
認

し
た
場
合
、

点
だ
け
明
ら
か
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

前
段
記
念
文
療
所
蔵
の
近
代
政
治
家
者
鈎
詐
に
つ
い
て

「
維
新
書
簡
集
』
(
昭
和
五
十
一
一
年
版
、
二
四
ニ
ー

四

に
は
、
西

郷
隆
盛
常
一
回
街
(
明
治
八
年
十
一
月
十
二
日
付
、
大
山
網
良
宛
て
)
が
収
録

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
前
尾
骨
一
日
筒
群
に
西
郷
敢
闘
簡
は
一
通
も
含
ま
れ
て

い
な
い
。
そ
の
他
の
書
簡
は
す
べ
て
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

成
さ
れ
た
書
簡
群
が
、
前
培
氏
に
譲
り
渡
さ
れ
る
時
点
(
あ
る
い
は
そ
れ

一
度
形

以
前
)

で
、
商
郷
書
簡
一
通
の
み
が
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
西
郷
敢
闘
衡
の
所
在
の
み
は
、
現
在
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
吋
維
新
書
簡
集
』

で
は
、
全
点
数
を
一
一
一

閤
通
と
数
え
て
い
る
が
、
武
富
時
敏
筆
の
憲
政
会

本
部
あ
て
演
説
草
稿
を
収
録
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
目
次
に
掲

げ
ず
、

通
と
し
て
数
え
て
い
な
い

(
数
え
て
い
れ
ば
実
際
に
は
二
二
五

通
)
。
前
尾
書
簡
群
で
は
武
富
草
稿
を
一
通
に
数
え
(
目
録
番
外
)
、
自
録

器
官
百
万
一

-LP

四
の
う
ち
、
九
八
番
(
差
し
出
し
・
宛
て
名
と
も
欠
け
。

失
わ
れ
た
商
郷
書
簡
)
を
欠
番
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
両
者
と
も

間
通
と
、
数
量
と
し
て
は
結
果
的
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

内
容
と
成
り
立
ち

次
に
、
以
上
の
伝
来
の
経
緯
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
収
集
の
仕
方
と
の
関

わ
り
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
前
建
設
目
的
出
群
の
内
容
と
成
り
立
ち
を
見
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
い
。

ノ、

七
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(
1
)
発
電
者
別
及
び
受
信
者
間
の
分
類

ま
ず
、
発
信
者
間
に
人
数
を
見
る
と
、

一
一
二
八
名
を
数
え
る
。
そ
の
う

ち
に
は
、
木
一
戸
孝
允
・
大
久
保
利
通
・
伊
藤
博
文
・
山
蘇
有
朋
・
勝
海

舟
-
井
上
馨
・
品
川
弥
二
郎
・
松
方
正
義
・
桂
太
郎
・
原
敬
・
福
浮
諭
吉

な
ど
、
明
治
i
大
正
期
に
か
け
て
の
首
相
・
大
住
級
の
著
名
政
治
家
が
多

く
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
三
通
以
上
あ
っ
て
、

一
応
の
ま
と
ま
り
を
持
つ

の
は
、
次
の
十
二
名
八
十
通
(
〈
五
体
の
三
五
・
七
%
)

で
あ
る
。

伊
藤
簿
丈
八
通
・
井
上
馨
回
通
・
桂
太
郎
十
六
通
・
木
一
戸
孝
允
由
通
・

西
国
寺
公
翌
六
通
・
一
一
一
候
賓
美
四
通
・
品
川
弥
二
郎
六
通
・
橋
本
濁
山

四
通
・
原
敬
十
由
通
・
松
方
正
義
三
通
・
山
際
有
朋
八
通
・
山
田
顕
義

一二通。
い
っ
ぽ
う
受
信
者
は
、
人
数
で
一

O
八
名
と
な
る
。
こ
の
う
ち
に
も
、

西
国
寺
公
望
・
伊
東
巳
代
治
・
乃
木
希
典
な
ど
著
名
人
を
含
む
が
、
後
に

触
れ
る
豊
永
長
吉
な
ど
、
大
臣
級
と
比
べ
て
知
名
度
に
お
い
て
は
る
か
に

低
い
人
物
も
含
ま
れ
、
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
な
お
蛇
足
な
が
ら
、
複
数

の
人
物
か
ら
同
じ
一
人
の
人
物
に
宛
て
た
書
簡
が
多
く
あ
る
た
め
、
発
信

者
数
よ
り
受
信
者
数
が
、
だ
い
ぶ
少
な
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
収
集
者
は

重
点
を
置
い
て
、
著
名
人
の
筆
蹟
と
い
う
観
点
か
ら
収
集
を
行
っ
た
も
の

の
筆
者
(
発
信
者
)
に

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
愛
蔵
用
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

(歴

史
学
研
究
上
の
史
料
と
し
て
で
は
な
く
)
収
集
し
た
も
の
と
見
る
限
り
、

ノ、
/¥ 

自
然
と
も
言
え
、

一
般
に
克
ら
れ
る
傾
向
で
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
ま
で

の
謂
査
の
段
階
で
は
、
写
し
ゃ
偽
書
と
判
断
さ
れ
る
文
書
は
確
認
で
き

ず
、
す
べ
て
が
真
筆
と
見
ら
れ
る

(
2
)
 

る
も
の
一
通
あ
り
)
か
ら
、
収
集
段
階
で
真
贋
鑑
定
な
ど
に
つ
い
て
も

確
実
な
代
筆
一
通
、
代
筆
と
思
わ
れ

相
時
の
吟
味
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(2)
特
定
の
発
信
者
か
ら
特
定
の
受
信
者
あ
て
分
類

前
建
設
回
筒
群
は
、
以
上
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
収
集
段
結
で
は
あ

く
ま
で
も
筆
蹟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
側
面
が
強
い
c

し
か
し
、
控
史
学

研
究
上
の
史
料
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、

一
定
の
体
系
性
を
持
つ
の
は
、

あ
る
人
物
か
ら
あ
る
人
物
宛
て
の
、
数
量
的
に
も
ま
と
ま
り
を
持
つ
書
簡

で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
は
、
次
の
四
種
類
が
主
要
な
も
の
と
言
え
る
。

① 

原
敬
か
ら
酋
閣
寺
公
望
宛
て
十
一
二
通
、
明
治
二
十
九
年
六
月

十
八
日
付
け
1
大
正
五
年
六
月
十
二
日
付
け

② 

桂
太
郎
か
ら
伊
東
巳
代
治
宛
て
十
二
通
、
明
治
三
十

月
二
十
八
日
付
け
1
明
治
三
十
年
代
前
半

@ 

伊
藤
博
文
か
ら
伊
東
巳
代
治
宛
て
六
通
、
明
治
一
一
十
五
年
七
月

三
十
一
日
付
け
1
明
治
三
十
年
代

④ 

山
際
有
朗
か
ら
伊
東
巳
代
治
宛
て
五
通
、
明
治
十
八
年
八
月
一
一
一

日
付
け
1
明
治
二
一
十
年
代



右
の
整
理
か
ら
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伊
東
巳
代
治
宛
て
が
最

も
多
い
。
伊
東
宛
て
は
、
右
以
外
に
も
、
井
上
馨
・
後
藤
新
平
各
二
通
、

間
関
寺
公
望
・
陸
輿
宗
光
・
芳
川
顕
正
各
一
通
が
あ
り
、
総
計
一
二
十
通

全
体
の

一
一
・
四
%
)
に
の
ぼ
る
。

つ
い
で
多
い
の
が
弱
国
土
寸
公
望
宛

て
で
、
総
計
十
九
通
(
人
・
五
%
)
あ
り
、
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
四

十
九
通
(

九
%
)
に
達
す
る
。

宛
て
先
人
物
と
し
て
の
商
翻
寺
に
つ
い
て
は
、
断
る
ま
で
も
な
い
と
思

う
が
、
伊
東
巳
代
治
(
一
八
五
七
年
五
月
七
日
i
一
九
一
一
一
凶
年
二
月
十
九

日
)
は
、
明
治
1
昭
和
前
期
の
官
僚
・
政
治
家
で
あ
り
、
杷
前
長
崎
の
出

身
だ
が
、
伊
藤
袴
文
の
知
誠
一
を
受
け
、
そ
の
産
系
と
し
て
活
動
し
た
。
政

治
活
動
の
期
間
は
非
常
に
長
か
っ
た
た
め
、
伊
東
発
あ
る
い
は
伊
東
宛
て

書
簡
は
極
め
て
多
い
は
ず
だ
が
、
史
料
怯
存
状
態
と
し
て
は
分
散
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
部
に
あ
た
る
一
二
十
通
(
明
治
二
十
i
一二十

年
代
)
が
、
こ
の
番
街
群
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
付
け
加
え
て
お
く
と
、
受
信
者
と
し
て
伊
東
・
商
罰
寺
に
つ
い

で
多
い
の
は
、
武
富
時
敏
で
あ
り
、
十
五
通
(
六
・
七
%
)
あ
る
。
こ
の

武
富
宛
て
書
簡
は
、
発
信
者
が
絞
ら
れ
ず
、
浜
口
雄
幸
の
一

通
を
除
い

て
、
若
槻
礼
次
部
な
ど
、
す
べ
て
一
通
ず
つ
だ
か
ら
十
四
人
か
ら
の
書
館

で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
武
富
宛
て
書
簡
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
焦
点
を

合
わ
せ
た
収
集
と
い
う
よ
り
、
武
富
関
係
文
書
と
し
て
、
武
富
家
伝
来
の

書
簡
を
一
定
の
ま
と
ま
り
の
ま
ま
入
手
し
た
と
い
う
性
格
を
示
す
よ
う
に

前
尾
記
念
文
庫
所
総
の
近
代
政
治
家
誉
総
群
に
つ
い
て

思
う
。
そ
の
こ
と
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
武
富
の
経
歴
と
合
わ
せ

て
、
次
節
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

書
簡
群
と
し
て
の
性
格

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
段
階
で
は
、
数
量
分
析
の
面
で
も
極
め
て
隈

ら
れ
た
検
討
し
か
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
推
測

を
交
え
た
状
況
的
判
断
と
し
て
、
前
尾
書
簡
群
の
性
格
に
つ
い
て
、
と
り

あ
え
ず
の
ま
と
め
を
行
な
っ
て
お
き
た
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
喬
一
筒
群
は
、
技
集
の
過
程
と
の
関
連
か
ら
見

て
も
、
次
の
一
一
一
群
を
核
と
し
、
そ
の
周
辺
に
、
体
系
的
な
伝
存
ル

i
ト
か

ら
外
れ
て
流
出
し
た
数
十
名
分
の
書
簡
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
群
は
、
明
治
期
に
お
け
る
長
州
間
関
著
名
政
治
家
の
番
街
で
あ
り
、

伊
東
巳
代
治
宛
て
が
中
心
と
な
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
伊
東
宛
て
は
三
十

第
通
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
こ
十
五
通
の
筆
者
が
伊
藤
・
山
際
・
井
上
・
援
と

い
っ
た
長
川
関
の
吉
相
級
で
あ
る

井
上
は
首
相
経
験
者
で
は
な
い
)
。

ま
た
、
伊
東
巳
代
治
宛
て
以
外
を
含
め
、
一
一
一
通
以
上
が
あ
る
筆
者
十
二
名

の
う
ち
、
七
名
(
四
十
九
通
)
が
長
州
閥
で
あ
る
。
著
名
政
治
家
と
い
っ

て
も
護
摩
間
関
は
、
松
方
正
義
た
だ
一
人
(
三
通
)

で
し
か
な
い
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
受
信
者
の
豊
永
長
吉
で

、L
ノ
J

ノ



備
品
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大
学
総
合
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乞
ザ
p

・

ヨ
ん
ど
う
は
と
の

あ
る
。
豊
永
は
長
門
長
府
の
人
物
で
、
幕
末
に
は
印
藤
肇
と
名
乗
り
、
出

(
3
)
 

際
ら
と
も
、
ま
た
坂
本
龍
馬
な
ど
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て

か
ら
は
下
関
の
実
業
家
と
し
て
地
元
の
有
力
者
と
な
る
が
、
中
央
の
政
財

界
で
名
を
成
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
曲
豆
、
水
宛
て
の
害
額
が
、

浅
野
総
一
部
・
児
玉
源
太
郎
・
野
村
靖
・
山
牒
有
服
の
各
一
通
と
品
川
弥

二
部
三
通
の
総
計
七
通
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
収
集
者
が
山
口
県

の
地
元
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
長
州
間
関
著
名
人
の
筆
頭
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
杖

集
し
た
こ
と
も
、
納
得
が
行
く
と
思
わ
れ
る
。

第
二
群
は
、
明
治
末
1
大
正
初
期
に
お
け
る
蕗
障
寺
公
望
宛
て
書
簡
、

総
計
十
九
通
で
あ
り
、
原
敬
書
簡
十
一
一
一
通
が
中
心
を
な
す
。
西
国
寺
関
係

書
簡
は
数
量
は
少
な
い
が

西
国
土
寸
の
発
し
た
書
簡
は
六
通
あ
る
)
、
第

一
群
と
は
や
や
性
格
が
異
な
る
も
の
と
し
て
、
収
集
ル
!
ト
も
別
系
統
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
西
国
寺
公
望
や
原
敬
は
、
む
ろ
ん
長
州
間
関

で
は
な
い
が
、
両
者
は
立
憲
政
友
会
の
総
裁
(
第
二
代
・
第
二
一
代
)
と
し

て
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
政
友
会
が
も
と
も
と
伊
藤
博
文
を
初

代
総
裁
と
し
て
創
立
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
な
が
ち
長
州
と
無
関

係
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。

第
一
二
群
は
、
武
富
宛
て
十
五
通
を
中
心
と
す
る
大
正
五
年
(
一
九
一

六
)
前
後
の
書
衝
で
あ
る
。
武
富
時
敏
(
一
八
五
五
年
十
ニ
月
九
日
1
一

九
一
一
一
八
年
十
ニ
月
二

一
日
)
は
、
肥
前
生
賀
出
身
の
政
党
政
治
家
で
、

一七
O 

そ
の
経
歴
は
曲
折
に
富
ん
で
い
る
が
、
大
正
二
年
以
降
は
立
憲
同
志
会
に

加
入
し
、
翌
年
第
二
次
大
課
重
信
内
閣
発
足
に
あ
た
り
、
逓
信
大
誌
と
し

て
入
際
問
、
次
い
で
四
年
八
月
に
は
大
蔵
大
臣
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
翌
五
年

十
月
憲
政
会
の
成
立
に
と
も
な
い
、
総
務
に
就
任
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

政
党
の
系
譜
か
ら
言
え
ば
、
政
友
会
に
と
っ
て
は
反
対
党
の
人
抵
で
あ

り
、
第
二
群
の
政
友
会
系
と
は
、
政
治
的
な
意
味
で
の
必
熱
的
な
つ
な
が

り
は
想
定
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
書
簡
収
集
ル

i
ト
に
し
て
も
、
第

一
群
と
も
、
ま
た
第
二
群
と
も
別
系
統
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
り
あ
え
ず
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
く
が
、
第
一
群
1
第
一
一
一
群

に
し
て
も
、
当
初
の
収
集
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
物
で
あ
り
、
ど
こ

か
の
時
点
で
一
一
一
群
が
一
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
合
体
さ
れ
た
と
考
え
る
方

が
、
あ
る
い
は
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
が
、
技
集
者
ま
た
は
所
蔵
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
つ
と

認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
近
代
の
歴
史
認
識
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で

も

一
つ
の
検
討
課
題
た
り
得
る
、
だ
ろ
う
こ
と
を
、
最
後
に
指
擁
し
て
お

isj
，町、。

占
C
J
J、し

〈注〉
(
l
)

内
務
海
市
対
全
集
』
別
巻
(
講
談
社
一
九
九
郎
年
)
は
、
明
治
十
八
年

五
月
十
九
門
口
付
け
勝
海
市
対
書
館
(
吉
井
友
安
宛
て
)
を
「
維
新
書
簡
集
」

(
昭
和
五
二
年
)
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

(2)

大
正
三
年
四
月
十
七
日
付
け
高
木
正
年
書
館
(
武
富
時
敏
宛
て
)
は
高



木
失
明
後
の
た
め
、
問
明
ら
か
に
代
筆
。
明
治
十
四
年
三
月
十
一
日
付
け
岩

念
日
討
視
書
簡
(
「
部
長
」
宛
て
)
は
、
祭
政
か
ら
判
断
し
て
右
筆
に
よ
る

代
筆
と
思
わ
れ
る
。

(3)

京
都
大
学
問
問
属
図
書
館
に
、
印
藤
準
宛
て
坂
本
能
潟
書
簡
間
通
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

前
尾
記
念
文
庫
所
蔵
の
近
代
政
治
家
来
日
枯
問
時
計
に
つ
い
て

一仁


